
 

自己チェックテスト 

 

問題１（第１編 第１章「酒類販売管理者」） 

(1) 次の文章の空欄に適切な語句を記入してください。 

酒類小売業者は、酒類の小売Ⓐ   ごとに、酒類販売管理研修を過去Ⓑ  以内に

受けた者のうちから、酒類販売管理者を選任しなければなりません。 

また、酒類小売業者は、酒類販売管理者に、前回の受講からⒷ  を超えない期間ご

とに酒類販売管理研修を受講させなければなりません。 

酒類販売管理者は、その選任された酒類の小売Ⓐ   において、酒類小売業者又は

酒類の販売業務等に従事する者に対し、これらの者が酒類の販売業務に関する法令の規

定を遵守してその業務を実施するため必要なⒸ  又はⒹ  を行うこととされてい

ます。 

具体的なⒸ  又はⒹ  内容は次のとおりです。 

① 酒類と他の商品との明確なⒺ  陳列 

② 「酒類のⒻ  である」又は「酒類の陳列場所である」旨及び「Ⓖ       で

あることを確認できない場合には酒類を販売しない」旨の適正な表示 

③ 酒類自動販売機の適切な管理及び表示基準に基づく適正な表示 

④ Ⓗ     の者の飲酒防止及び適正飲酒等の注意喚起の方法（ポスターの掲示、

店内放送など） 

⑤ Ⓗ     と思われる購入者に対する対応（Ⓘ    の実施） 

⑥ その他、酒類の特性や酒類の販売業務に関する法令の知識の普及等 
 

 答 Ⓐ(     ) Ⓑ(     ) Ⓒ(     ) Ⓓ(     ) Ⓔ(     ) 

Ⓕ(     ) Ⓖ(            ) Ⓗ(     ) Ⓘ(     ) 

 

(2) 次の文章の空欄に適切な数字を記入してください。 

酒類販売管理者はその選任された販売場に常駐することを義務付けられているもの

ではありませんので、長時間不在となるときなどは、酒類の販売業務に従事する者の中

から酒類販売管理者に代わる者を「責任者」として指名し、配置することが求められて

います。責任者の指名の基準は次のとおりです。 

① 夜間（Ⓐ  時から翌日Ⓑ  時）において、酒類の販売を行う場合 

② 酒類販売管理者が常態として、その選任された販売場に長時間（Ⓒ  ～Ⓓ  時

間以上）不在となることがある場合 

③ 酒類売場の面積が著しく大きい場合（Ⓔ  平方メートル以上の場合） 



 

この場合、Ⓔ  平方メートルを超えるごとに、１名以上の責任者を指名するこ

とが求められています。 

④ 同一建物内において酒類売場を設置している階が複数ある場合 

この場合、酒類販売管理者のいない各階ごとに、１名以上の責任者を指名するこ

とが求められています。 

⑤ 同一の階にある複数の酒類売場が著しく離れている場合（Ⓕ  メートル以上離

れている場合） 

⑥ 複数の酒類売場が著しく離れていない場合であっても、同一の階において酒類売

場の点在が著しい場合（Ⓖ  か所以上ある場合） 

⑦ その他酒類販売管理者のみでは酒類の適正な販売管理の確保が困難と認められる

場合 
 

 答 Ⓐ(   ) Ⓑ(   ) Ⓒ(   ) Ⓓ(   ) Ⓔ(   ) Ⓕ(   ) Ⓖ(   ) 

 

問題２（第１編 第２章 第１節「酒税法」） 

次の文章の空欄に適切な語句を記入してください。 

酒類小売業者は、酒類の仕入れや販売に関する事項について、帳簿に記帳し、その帳簿

を販売場に備え付け、帳簿閉鎖後Ⓐ  年間保存する必要があります。 

なお、帳簿はその都度記帳しなければならないこととされていますが、卸売したもの以

外に限り、販売数量及び販売年月日については、次の２点を厳守する場合には、Ⓑ  か

月を超えない期間中の合計数量により一括して記帳しても差し支えないこととされていま

す。 

① 仕入れた酒類の全部について、仕入れの都度、仕入先から仕入れに関して記帳が必

要な事項が全て記載された伝票の交付を受け、それをⒸ  年以上保存しておくこと 

② Ⓓ  か月を超えない月のⒺ  （その月が会計年度の最終月に当たる場合はその

月末）に酒類のⒻ     を行うこと 

しかしながら、仕入れに関する事項については、その都度記帳しなければなりません。 
 

 答 Ⓐ(   ) Ⓑ(   ) Ⓒ(   ) Ⓓ(   ) Ⓔ(    ) Ⓕ(      ) 

 

問題３（第１編 第２章 第２節「酒税の保全及び酒類業組合等に関する法律」） 

次の文章の空欄に適切な語句を記入してください。 

(1) 酒類の品目等の表示義務 

国内で流通する酒類には、酒類業者のⒶ      、製造場のⒷ   、Ⓒ  、



 

酒類のⒹ  、アルコール分等の事項を、その容器又は包装の見やすい箇所に表示しな

ければならないこととなっています。 
 

 答 Ⓐ(      ) Ⓑ(      ) Ⓒ(      ) Ⓓ(      ) 

 

(2) 酒類の陳列場所に関する表示 

酒類の陳列場所が壁等により他の商品の陳列場所と明確に分離されていない場合に

ついては、例えば酒類を他の商品と陳列棚又は陳列ケース等によりⒶ     した上

で表示するなど、陳列されている商品が酒類であることを購入者がⒷ●●●認識できる

方法により表示するものとされています。 
 

 答 Ⓐ(      ) Ⓑ(      ) 

 

(3) 酒類の自動販売機に関する表示 

酒類の自動販売機に関しては、次の事項を自動販売機の前面の見やすい所に、夜間で

も判読できるように明瞭に表示しなければならないこととされています。 

① 20 歳未満の者の飲酒は法律で禁止されていること 

② 免許者のⒶ      、Ⓑ     の氏名、並びに連絡先のⒸ   及び電

話番号。 

③  販売停止時間（「午後Ⓓ  時から翌日午前Ⓔ  時まで販売を停止している」

旨） 
 

 答 Ⓐ(      ) Ⓑ(      ) Ⓒ(      ) Ⓓ(   ) Ⓔ(   ) 

 

問題４（第１編 第２章 第３節「米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報の伝達に関する法律」） 

次の文章の空欄に適切な語句を記入してください。 

この法律の適用対象となる酒類は、Ⓐ  、Ⓑ      、Ⓒ   です。 

酒類小売業者は、平成 22 年 10 月１日以降、指定米穀等を取引したときなどに、その内

容について記録のⒹ  及びⒺ  が必要になります。 

また、指定米穀等を消費者に販売する場合は、Ⓕ    を伝達する必要があります。 
 

 答 Ⓐ(       ) Ⓑ(       ) Ⓒ(       ) 

 Ⓓ(       ) Ⓔ(       ) Ⓕ(       ) 

 

問題５（第１編 第２章 第４節「二十歳未満ノ者ノ飲酒ノ禁止ニ関スル法律等」） 

次の文章の空欄に適切な語句を記入してください。 



 

二十歳未満ノ者ノ飲酒ノ禁止ニ関スル法律では、20 歳未満の者の飲酒が禁じられてい

ることに加え、Ⓐ   等は、その子供が飲酒していることを知った場合には、これを制

止しなければならず、制止しない場合には、科料に処せられることが定められています。 

酒類の販売業者は、20 歳未満の者が飲用することを知って酒類を販売又は供与した場

合には、Ⓑ  万円以下の罰金に処せられます。また、二十歳未満ノ者ノ飲酒ノ禁止ニ関

スル法律の規定に違反し罰金の刑に処せられた場合、酒税法の規定により酒類販売業免許

等のⒸ  事由になります。 
 

 答 Ⓐ(       ) Ⓑ(       ) Ⓒ(       ) 

 

問題６（第１編 第２章 第５節「独占禁止法等」） 

(1) 独占禁止法では、公正な競争を阻害するおそれのある行為を禁止しています。次は

禁止されている行為の一部を説明したものです。次の文章の空欄に適切な語句を選択

肢の中から選んで記入してください。 

① 差別対価とは、有力なメーカーや卸売業者が同一の商品について、取引価格等に 

Ⓐ  な理由なく差別的な取り扱いをし、差別を受ける相手方の競争機能に 

Ⓑ  かつⒸ  な影響を及ぼす行為をいいます。 

② 不当廉売とは、Ⓓ  な理由なく商品を、Ⓔ  に要する費用をⒻ  下回る対

価でⒼ  して販売し、競争者の事業活動を困難にさせるおそれがある行為をいい

ます。 

③ 優越的地位の濫用とは、取引関係において優越した地位にある事業者が、取引の

相手方に対してⒽ  な要求をすることです。例えば、取引関係において優越した

地位にある有力な酒類小売業者が酒類を納入している酒類卸売業者に対し、購買力

を濫用して行き過ぎたⒾ  での納入を強要したり、売場の改装費用を負担させた

りすることなどが該当します。 

選択肢（使用しないものも含まれています。） 

①直接   ②間接   ③正当   ④不当   ⑤著しく  ⑥乏しく 

⑦高価格  ⑧低価格  ⑨合理的  ⑩非合理的 ⑪重大   ⑫些細 

⑬需要   ⑭供給   ⑮継続   ⑯中断 
 

 答 Ⓐ(   ) Ⓑ(   ) Ⓒ(   ) Ⓓ(   ) Ⓔ(   ) 

 Ⓕ(   ) Ⓖ(   ) Ⓗ(   ) Ⓘ(   )       
 

(2) 不当景品類及び不当表示防止法（景表法）で規制されている総付景品（商品の購入

者又は入店者全員に対して提供される景品）に関して説明した次の表を完成させてく



 

ださい。 

商品の取引価額 景品類の最高額 

1,000 円未満 （イ    ）円 

1,000 円以上 取引価額の 2/（ロ    ） 
 

 答 イ(     ) ロ(     ) 

(3) 国税庁が定める「公正な取引の基準」の概要について、次の空欄に適切な語句を記

入してください。 

酒類業者は、次のいずれにも該当する行為を行ってはなりません。 

①      なく、酒類を総販売原価（売上原価の額と販売費及び一般管理費の

額との合計額）を下回る価格で継続して販売を行うこと 

② 自己又は他の酒類業者の酒類事業に       を及ぼすおそれがある取引

を行うこと 
 

 答 ①(          ) ②(          ) 

 (4) 国税庁は「酒類に関する公正な取引のための指針」において、すべての酒類業者が

尊重すべき酒類の取引に関する４つの公正なルールを示しています。次の空欄に適切

な語句を記入してください。 

①    な価格の設定     ② 取引先等の  な取扱い 

③   な取引条件の設定    ④ 透明かつ   なリベート類 
 

 答 ①(      ) ②(      ) ③(      ) ④(      ) 

 

問題７（第１編 第２章 第６節「環境関係法」） 

次の文章の空欄に適切な語句を記入してください。 

(1) 総論 

資源の有効な利用を目指して、いわゆる３Ｒ活動、リデュース、リユース、リサイ

クルが取り組まれています。リデュースとは、廃棄物のⒶ    、リユースは、部

品等のⒷ   、リサイクルは使用済物品等の原材料としてのⒸ    のことです。 
 

 答 Ⓐ(      ) Ⓑ(      ) Ⓒ(      ) 
 

(2) 容器包装リサイクル法について 

① 再商品化義務 

特定事業者には、自らが利用した特定容器及び特定包装又は自らが製造等した特

定容器のⒶ  に応じて、再商品化（リサイクル）する義務が課せられています。 



 

② 義務の対象者 

酒類小売業者は、販売する商品を特定包装で包んで販売するため、特定事業者に

該当します。しかしながら、常時使用する従業員の数がⒷ  人以下で、かつ、全

事業の総売上高がⒸ  千万円以下の事業者は、再商品化義務を負わないものとさ

れています。 

③ 記帳義務 

特定事業者は、再商品化義務量や排出見込量など主務省令で定められている事項

を帳簿に記載し、これを１年ごとに閉鎖し、閉鎖後Ⓓ  年間保存しなければなら

ないこととされています。 
 

 答 Ⓐ(      ) Ⓑ(      ) Ⓒ(      ) Ⓓ(      ) 

 

問題８（第２編 第１章 第１節「酒類の分類」） 

(1) 次の表の空欄に適切な語句を記入してください。 

種  類 品  目 種  類 品  目 

１発泡性酒類 

① ビール 

② 発泡酒 

※その他の発泡性酒類 

（品目ではありません。） 

ビール、発泡酒以外の品 

目の酒類のうち、アルコー 

ル分 10 度未満で発泡性の 

ある酒類 

３  酒類 

⑥ 連続式蒸留焼酎 

⑦ 単式蒸留焼酎 

⑧ ウイスキー 

⑨ ブランデー 

⑩ 原料用アルコール 

⑪ スピリッツ 

２  酒類 

③ 清酒 

 

④ 果実酒 

 
⑤ その他の醸造酒 

４混成酒類 

⑫ 合成清酒 

⑬ みりん 

⑭ 甘味果実酒 

⑮ リキュール 

⑯ 粉末酒 

⑰ 雑酒 
 

 答 ①(      ) ２(      ) ３(      ) ⑬(      ) 

 
(2) いわゆる「新ジャンル」（第三のビール）と呼ばれるお酒は、酒税法上、どの品目に

区分されますか。 

答 (           )(           ) 

 

問題９（第２編 第１章 第２節「酒類の表示基準」） 

次の文章の空欄に適切な語句を記入してください。 

 ①      とは、国産ぶどうのみを原料とし、日本国内で製造された果実酒をいい



 

ます。 

答 (         ) 

②  国内における酒類の地理的表示としては、平成７年６月に「壱岐」、「球磨」、「琉球」      

をはじめ、令和５年７月現在までに、国レベルの「日本酒」を含む全 24 の地域の

地理的表示が指定されています。 

答 (         ) 

 ③ 真正の産地でない酒類について、地理的表示の名称、その翻訳や音訳、又は「種類」、

「型」、「様式」、「模造品」等の表現を伴い、広告や店頭ＰＯＰ表示等を行うことは禁

止されます。日ＥＵ・ＥＰＡの発効により日本で保護することとなったＥＵの地理的

表示の１つである「Champagne」（シャンパーニュ）を例に挙げると、真正の産地（フ

ランス）ではない日本産の白ワインの広告チラシや店頭ＰＯＰ表示などに「シャンパ

ン風」といった表現を用いることはできません。 

答 (         ) 

 

問題 10（第２編 第１章 第３節「酒類の歴史、製造方法と保存管理上の注意等」） 

 (1) 商品知識について 

次の文章の空欄に適切な語句を記入してください。 

① 清酒における   とは、精米歩合 60％以下の白米を使用し、醸造アルコールの使

用量が白米の重量の 10％以下で、吟醸造りを行った清酒をいいます。 

          答 (         ) 

 ② 生ビールとは、出荷時に    されていないビールをいいます。 

答 (         ) 

③      とは、赤ワインと同様にかもし発酵を行い、適度に色付いたところで圧

搾して果汁を発酵させて造るワインです。黒色系のぶどうと白色系のぶどうを混醸し

て造る方法などもあります。 

 答 (         ) 

 ④    ウイスキーとは、麦芽 100％を原料に、ポットスチルで蒸留し３年以上樽で

貯蔵したウイスキーをいいます。 

     答 (         ) 

 

(2) 保存管理について 

① 多くの酒類に共通する保存管理上で特に重要な注意点を２つ挙げてください。 

 答 (                 )(                 ) 



 

 ② 清酒には生酒、生貯蔵酒がありますが、これらの管理において上記①以外で注意す

べき点を挙げてください。 

答 (                 ) 

③ ビールは炭酸ガスを含んでおり、破びんに注意が必要ですが、破びんを避けるため

に管理上注意すべき点を２つ挙げてください。 

答 (                 )(                 ) 

 

問題 11（第２編 第１章 第４節「きき酒の方法」） 

 きき酒用語には、様々なものがありますが、次の清酒のきき酒用語の意味として適切な

ものを、選択肢の中からそれぞれ 1つ選んで記入してください。 

① 吟醸香   （     ）  ② 熟成香   （     ） 

③ 淡麗    （     ）  ④ 濃醇    （     ） 

選択肢（使用しないものも含まれています。） 

①木製貯蔵容器により生じる良い香り   ②酸化、劣化した臭い 

③吟醸酒にみられる華やかな果実様の香り ④生酒の劣化した臭い 

⑤熟成したバランスの良い香り      ⑥すっきりして味の調和がよい 

⑦味がうすく調和していない       ⑧味が濃くよく調和している 

 

問題 12（第２編 第２章「酒類と健康等」） 

(1) お酒は良い面と悪い面を有していますが、過度な飲酒によって引き起こされるおそれ

のある身体上の障害を３つ以上挙げてください。 

答 (           )(           )(           ) 

(2) 不適切な飲酒は、身体上の障害だけでなく社会的な影響ももたらします。不適切な飲

酒によって引き起こされるおそれのある社会的影響を２つ以上挙げてください。 

答 (                 )(                 ) 

 (3) 20 歳未満の者は、心身ともに発育段階であるため、アルコールによる影響を受けや

すいことから、飲酒してはいけないとされています。飲酒が 20 歳未満の者に与える影響

を３つ以上挙げてください。 

答 (                                   ) 

(                                   ) 

(                                   ) 

 

問題 13（第２編 第３章「参考法令」） 
 次の文章の空欄に適切な語句を記入してください。 



 

 飲酒運転については、車両を運転した者だけでなく、車両を提供した者、     し

た者、飲酒を勧めた者及び同乗した者も罰則の対象となります。 

答 (         ) 


